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な
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叉
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械
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l■lt{科別 早 正fi'S米か 合案米野合 粥米iLI合 胴 g)栄 .,9;- 令 ･死 米妙 合 柾芽等･挫折剛健 鰹節剛度 胴観光少 食

研究所 rp-磐無し 形85.9 プ左6.6 形4.7 タi0.5 /Qo/2.5 姦 触9.87 kg10.12 %28.4

玉溢1 甲 告 米 88.8 6.7 2.1 2.1 2.0 2.84 9.4110.14 7.6

2 研 ℡ 米 72.8 20.2 3.1 1.8 4.9 2.95 8.73 9.83 12.2

つLI早詳細甚米 60.0 21.0 18.5 1,9 6.2 2.朗 8.36 9.13 7.0

頴田1 早皆無し 80.3 4.O 10.8※ 81 6.rj 2.75 8.96 9.28 14.2

2 畢 冨米 82.8 5.7 O.5 1.O 1().4 2.85 7.89 8.79 39.6

84.3 10.1 2.5 1.5 2.3 2.81 9.24 9.50 37.2

70.2 17.4 6.9 5.3 2.0 2.93 9.24 9.33 4.2

89.9 4.7 3.3 0.1 2.6 2.69 8.84 9.O3 25.8

2､榊 ~罰 12l畢 苫 米 45.5 10.5 41.4 2.7 2.6 2.43 7.94 8.60 5.0

95.3 1.8 2.3 0 0.6 2.47 8.55 8.83 15.4

備考 1不良米は50g如2剛こつきて舶頚
r 2腿芽等ほ2∞軸につきて試rET%
L 3耶硬は北馬氏押目斐計によりで40枚につきで州定
l 4朋脚紫野13は50抑こつきて汎程
･ ※収極刑が甲才にLJeLたる澄めならん _ .
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虹
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節

一
朗

ー拭料別 早国富 ?, -- 同 26/旺 第 二 rnj 10/Y

研究所 ▲% 形 % 一タ//00.5 日 形 形 % 日早磐無 し 99.5 0 0 3.5 99.0 0 1.0 3.1

玉忠l 早 宮 米 99.5 0 0.5 0 3.4 94.5 0 5.5 3.2

2 昼 嘗 米 g7.0 0 0 3.0 3.3 98.5 0 1.5 3.2

L 3 早宮出甚 95.5 1.0 0 ･3.5 3.6 89.0 0.5 10.5 3.3

新田1 尋常純L 99.0 1.0 0 0 3.7 98.5 85 1.0 3.1

2 早 -営.栄 99.0 1.0 0 0 3.6 97.0 0.ち 2.5 3.1

興除1 早.BPJ!徴 98.5 00 1.5 3.4 98.5 0 1.5 3.1
2 早 宮 雅 99.5 0 0 0.5 3.6 10(ゝ0 0 0 3.2

野生1 早誓解 し loo.0 0 0 0 3.5 98.5 0 1.5 3.1

2 苧 苫 米 1∝).0 0 0 0 4.0 98.0 1.50.5 3.2
捕択1 早苔範!徹 1∞.0 0 0 0 3.3 100.0 0 0 3.1

H

I
l
L

の

二

阿
に

行
ひ
た
-
.
脱
皮
は

絹
.代
言
〇
度
と
な
す
｡
講
儀
の
紀

火

は
節
七
薮
の

如
し
｡

節
七
虫

に
よ
れ

ば
'
早
苗
に
か
･-

-
し
且
米
も
'
そ
の

敬
卦

･T17

に

於
て
は

背
し
-
宰
せ
ら
る
-

も
の

に
あ
ら
ず
｡
粗
氷
の
獲

ず

満
腹
と

此
較
す

る
に
'
そ
の

鮎
火
は
i{
珊

刷
吊
じ
O

弟 八 起

粗米とil一米との敬鮮少命 (引r盲け 均)



弟
八
女
に
示
す
が
如
く

LHi
輔
.に
か
1
り
し
米
は
'
靴
を
除
き
て
そ
の
給
仕
粒
に
就
き
て
敬
卦
力
を
比
･JyL
ば
､
li;
常
米

に

比

し

て

蔑

非

力

は
ぢ
れ
ど
も
'
沌
忽
せ
し
が
か
-
そ
の
差
の
人
な
る
も

の
に
あ
ら
ず
'
純
に
玄
米
に
於
て
然
る
を
比
ツ3Jな
-
.
;ハ草
笛
米
に
は
徽

(
請
と
し

て

^
1ternariaJ
F
亡Sariu
m

柿

に
Pen
icittiu
m
)
の
塘
牡
の
多
き
を
.〟･..2め
た
-
.

____｣

五
'
米

の
食

品

的
性

状

.l

■

.

●

玄
米
を
拙
掛
し
て
E.)
耳
米
の
拍
持
上
の
性
状
を
訓
和
し
た
り
Q
:B
頻
用
小
姓
U
Yで
川
ひ
'
拙
き
粉
を
加
ふ
｡
軌
粕
を
途
中
に
1i
切
=1
て
'

七
'
八
分
軸
と
認
め
し
的
に
一
艦
船
耗
り
仁
舶
小
せ
･,1
.
松

柏
に
櫛
易

あ
-
し
故
に
'
拙
約
時
洲
虚
に
松

紘
川

救

モ

T
F
へ
て
､
七
'
八
分
軸

に
な
り
た
る
岬
に
如
き
節
か
(
日
を

別
it:し
た
る
に
.
仏

薄

氷
は
拙
指
時
川
十で
多
-
姿
L
t
机
砧
は
胴
部
に
し
て
拙

き
礼
少
へ
‖
rJ
多
き

を
知
り

た
り
･0
攻
に
･i
n
駿

を

1

経

に
な
す

'ifめ
に'
山
に
つ
.i･
け
て
伯
輔
貫
け
ひ
て
･:元
命
,試
白
に
な
し
た
-
O
完
全
粘
日
進
に
噂
す
る
咋
冊

は

;
+

措
米
に
於
て
i<
に
し
て
､

そ

3糾
礼
少
合
も
i(
な
-
.
こ
れ
は
､
辛
絹
米
は
縦
珊
招
き
用
心
に
･:JJl
令
結
C
に
多
-
む
咋
州
を
.*
L
t

九
つ
剛

比
小
な
り心
餌
め

に
t
H
か
ら
枇
き
耗
を
如
｡カ日
す
り･?
氏
-
0
(節
九
火
)

攻
に
砕
米
少
令
を
比
た
る
に
'
卑
怯
米
に
於
て
∴/
な
=1

(
輿
除
リ
1は
例
外
J

｡
こ
れ
剛
比
の
小
た
る
に
限
る
な
-
O

坐
す
‥O
に
乍
絹
米
は
精
白
に
多
-
の
時
制
を
要
し
'
･g
き
耗
歩
八
日
は
if
に
し
て
'
砕
米
が
多
-
な
る
を
謹
む
｡
勿
満
足
半
柱
預
恋
し
柑
る

I.f
な
り
｡

#
,獅
歩
合
'
米
紺
の
粘
度
､
及
び
版
の
食
陳
を
朋
祁
し
た
ろ
紙
北
は
'
都

一
C
豪

の
如
し
｡

釜
柄
押
合

は
T<;
秤

::.cm
の試
験
管
に
日
米
八
g
を
柁
-
'
米
の
水
分
令
鬼
を
加
即
し
て
･

二
人
の
･･,(
=:荏

な
し
て
･
コ
ツ
ホ
殺
伯
釜
に
て

B
L
蓄
米
の
品
缶
に
つ
き
て
の
研
兇

弟

】
職

:<
7
三
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全
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畔
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-

合

諾
塵

網
棚
健
拙
托
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(
分
托
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榔
拭
-

時
間
画
懲
軸
椛
り

(
身
)紫
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-坊
挿

木
(
形
)

正
Ti休
弘
以
上
中
L
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早
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遥
1
蛭
讐
竺

研
究
所
早
宮
難
し
2
0
1
9
I
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6
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2
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7
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形
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1
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酔
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駁
撃
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分
糾
鞘
と
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の
後
の
批
精
と
の
合
計
な
り
O
滞
米
凱
Tも
､
くま
稚
拙
の
大
言
に
寵
き
て
な
ij
c

三
〇
て筑
鴇
鞍
｣
ト｣毒;
iJ
｣
'
覇
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O
(F;室
等
J
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潜
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喜
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節-(二)大 祭 姉 少 ･n･.Lf-'rII鹿 及 TJi食 味

i.+
11
巧
米
の
品
門

に
リ
き
て
の
研
究

箭
1.
那

る
迄
放
冷

し

た
る
後
.れ
仙
車
経
を
て
尻
の
佃
粗
の
各
駅
を

測

り

て
'

平
山
米
粒

山
林

紙

に
比
降

し
て
肝
(
t;
祭
軌
井
倉

を
測
-
た
り
/C
米
用

山
裾
艦
は
五
頭
山
糊
を
鏑
氏
川
口
庇

に
起
き

て

､
hr
ト

ー
7
1
粘
度
FT:
-
に
よ
り
て
馳
相
通
虻
を

測
定
し
､

水
rltI二

と
し
て
'
比
裾
瓜
を
求
め
た
-
｡

収
の
怠
味
は
二

〇
軸
h
J誠
郡
上
な
し
て
詐
鋸
を
附
す
｡

那

l
U
束
に
よ
れ
ば
､
雅
刺
は
斗
･甥
=右
と
前
冊
米
と
む

仙
に
E
:冊
立
も
井
恥
'た
き
か
如
し
｡
凸
畑

山器
卸
と
t
:
i?

群
机
に
よ
る
芽
卿
と
は
必
や
し
も
そ
の
仰
向
は
一
致
す
る

も
山
に
あ
ら
す

｡

弟

1
0
式
に
よ
る
も
､
兄
瑚
け
の
轟
刑

は
､
UL･3
1vl

米
に
於
て
小
な
る
場
合
多
く
･.
匠
の
釜
碑
に
於

て

.j
邸
ろ
華
吾
北
に
於
て
却
て
i{
た
る
場
合

多
L
o
飯

山

粒
閥
帖
が
人
た
ち
帖
は
､
た
JJ
ひ
粧

山
膨
脹
は
七
な
ら
ざ

る
も
そ
り
歴
姉
は
犬
に
な
る
べ
-
､
之
に
反
し
て
飯
粒
は

よ
-
膨
脈
し
て
棚
状
L
L

な
り
て
､
祁
携
帯
す
る
畔
は
､
外

机
上
帯
地

山
番
柵
は
小
な
る
も
､
在
の
舞
軌
は
犬
に
な
る

.茄
iti
s

ト

ーlr



ut･切
米
の
u叫
巧
に
つ

き

て
り

研
究

第

一
瀬

茄

二
ハ

な
り
､
約

一
〇
衣
に
よ
れ
ば
早
番
米
の
倣
娃
膨
収
に
し
て
'
尿
の
釜
砧
は
大
な
.･Q
も
'
見
甜
け
の
鮭
柄
は
小
な
る
傾
向
を
桁
す
る
な
り
｡

米
棚

の
粘
挺
及
び
敬
の
食
味
は
'
.ii='常
水
に
止
し
て
年
寄
米
に
放
て
it
に
省
る
こ
と
を
題
む
｡
殊
に
浅
偽
り
-､
3

の

米
は
瀕
だ
前
場
盟
し

-
し
て
､
ポ

ロ
ポ
ロ
な
り
.

以
上
を
要
す
る
に
､
卑
婆

に
帆
-
し
米
は
枇
柵
し
榔
-
､
料
梢
に
時
糊
を
坐
し
'
拙
さ
席
は
火
に
な
-
､
砕
け
米
は
多
く

瀬
棚
の
帖
佐

は
小
､
取
の
企
味
は
威
し
-
､
環
め
に
食
n州
的
僧
侶
の
小
な
る
こ
と
明
か
k
.-
.

六
､
米
の
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
Bl含
量

I:#
親
白
色

レ
グ
ホ
ン
雄
雛
を
川
ひ
て
水
の
ゲ
イ
タ
,,,
ン
C=.
含
水
を
試
験
し
た
-
｡
(第
七
-瑚
)

(

1
)

伽

料

の

調

盤

北
本
S
.刑
と
し
て
小会
LJ粍
∩
米
を
十
分
に
湘
跳
し
た
る
後
に
日
乾
し
､
石
山
に
て
割
粉
せ
し
〓
米
粉
を
川
ひ
た
-
Q
而
し
て
試
料
i
,
1

水
は

C
:米
と
川
様
に
輿
粉
し
た
る
･上
之
を
用
ひ
た
り
｡

飼
料
の
慢
合
は
攻
の
如
-
な
し
た
-
0

日

米

松
へiijJ'本
別
料
)･･･TF
六
〆

カ

ゼ

イ

ン

-

-
‥
･･･

三

五
%

玄

米

粉
-

-

-

-

･･･
･

-
川

六〆

オ
ス
ボ
ン
､
メ
ン
デ
ル
瀬
椎
髄
節
･･
二
〆

(
控
比
.iJ
タ
ミ
ン
桝
究
一
H

八
月
)

肝

油
-

(

2
)

飼

甘

地





就
舷
新
モ

刑
に

一
週
仙
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
山.
に
.LS
む
水
触
'
叔
%T
を
十
分
に
紛
糾
.(せ
-
0

1
日
山
勅
の

離
別
=:=･豆
上

記
配
八
日何
料
を
各
由
冊
沌

む
4'
〇
･側
頭
に
な
し
'
水
に
て
肘
ね
'
相
子
に
な
し
て
紛
糾
‥す
｡
企
愁
班
i
/筏
は
n
鮒
刺
制
苗
育
せ
り
0

(

り
り

)

搬

･.3
';

L

ヴ
ィ
タ
ミ
ン
叫
映
乏
銅
料
に
て
習

す
れ
ば
､
=E
始
後
根
例
に
難
は
企
恋
を
欠
ふ
O
攻
に
消
化
不
良
に
な
･リ
､

rL
朋
は
肉
':ggが
紫
色
を
砕

ぶ
｡
後
に
は
経

口
肉
態
は
紫
S
]と

な
-
'
朋
屯
を
膨
ら
し
'

郡
を
P
.れ
'
速
に
姓

の

火

刑

を
死
た
す
に
..和
る
.
此
峠
を
以
て
完
全
に
磯
納
せ

し
岬
と
･:止
む
｡

(
J
)

糾

宵

山
粁

那

各
列

;iW
l

の
恨
下

及
び
ウ
イ
タ
,L･
■ン
EIl
拭
乏
･i
の
完

皐

に
確
止
す
る
道
心
トー
敬

(
耶

於
=

む

)
は
肌

二

戦

の
如
し
｡

-
1I
｢

淡
か
氏
の
公
式
を
'川
･j
て
'
酢
代

口
数
よ
-
ヴ
ィ
タ

ミ
ン
叫
ftr.を
r
:許
し
た
-
｡
花
水
氏

の
公
式
は
攻

わか

ノO
I.し

弓
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Ⅰ
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LT
繋
米
の
品
打
に
つ
き
て
む
研
究

郡

i
融

h
･･･-
Tyy
J
g
W

･/

B

l

岸
壁
専

N

韓

雷
ロ
ト
か
雫

;N
罷
o'葛
fR

F
I津

rh
‥･-･Ty'JI
g

八

･/･B
tB:薄
さ
芳

柑
浄
Fi8
;
汁
か

努

州
印
CD
t..5
采
EJ
C
2

れ
の
式
に
よ
.a
て
'
各
談
判
の
サ
イ
タ
･,,
ン
B】合

{=
朴

を

許

山
す

れ

ば

､
茄

]
二
衣
の
如
し
.

第

一
二
衣
に
よ
れ
ば
'
試
料
に
令
ま
る
1
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
B.
の

瀧
は
莞

甘
米
に
G
'て
減
少
し
た
る
胡

蝶な
く

或
は
却
っ
て
キ

ルi･j米
に
多
-
含
ま
る
1
が
如
き
結
児
を
柑
た
-
o
之
は
玄
米

一

I:.4
=:他
に
つ
き
て
の
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
p3.
億
な
る
が
'
米
各

i

粒
に
含

ま
る
1
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
札
は
別
の
川
畑
な
る
故
に
'
攻
に

i
粍
宛

に
含
ま
る
J
銘

を
井
川
し
た
-
.

先
づ

1
日
に
紛
糾
ハせ
し
米
の
純
敬
を
井
川
せ
ん
と
す
C

俳
成
家
裁
の
始
よ
-
経
迄
の
憩

や

均
触
れ
を
淡
め
'

そ
の

鰹

s
Jの

1〇
･凶
〆

に
柵
竹
山す
る
飼

料
を
輿

へ
し
故
に
'
偲
浦
に

C
二
rJ
M

を
乗
じ
て
､

;
日
給
爪
雨

利
他
を
化
す
0
兆
内
川

d̂l'-三衷 玄米一粒に含まるるヴィタミン】31Jia
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｢

l
房

の

玄
米
を
令
む
も
の
な
る
故
に
､
〇

･
川

I

を
床
ず
れ
は

1
口
の
文
米
拾
輿
(11'･と
な
る
O

潜
g)議
題

(
g
)

×
0･1
04
×
0･
L7
1
-
1

R
3
.4
.
葦

.L演
丁
(

g
)

各
俳
試
玄
米

山
千
粒
巾
は
妨
川
虫
に
純
げ
た
る
が
加
-
班
;-
な
ろ
他
に
'
ん
の

1
日

g

米
紛
糾
聴
.<L)千
粒
巾
に
て
除
し
て
､
r
m
す
れ
ば

そ
の
米
の

1
日
給
爪
ハ粒
教
を
紺
べ
し
.

蓮

-
×
lrHY
):
_
.R
t･,
i･藩

兼
fJ.港

瑚
FIt対
(g
)

よ
り
て

一
日
に
瑞
取
せ
し
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
Fq.
山
塞

け

)
を
1
日
山
給
田-1
ria
敬
に
て
除
す
れ
ば
'
米

)
相
に
(.=ま
る
1
ヴ
ィ
タ
'rr
ン
GN
山
草

で
目

す
こ
と
を
相
｡
そ
の
筋
火
は
第

二
二
光
に
示
す
が
加
L
c

滋

二
二
滋

に
よ
｡
1.J

､
溌

丁
柁
報

に
t
C

む
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
叫
:;,･j
tJ比
較
す
れ
ば
､
L.
1

9
.某

は

'-L
･:A;
粒

41｣
比

し

て
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
Ir
=,叶'･!
{少
く
し

て
荊

1
二
女
の
立
米
二
:･J
IE
.

.I:中
に
(･;
ま
･?
I

ウ

ィ
y
こ
ン
叫
竹
上
･に
や
.i,rk
=
な
り
｡

そ

山神両
は
斗
t
=氷
は
小
な
る
舵
に

(
,S
M
衣

)､

之
に
含
ま
る
･

/
,.J′
イ
タ
,,,
ン
叫
t=北
は
少
け
れ
ど
も

'
7
春
立
に
人
･リ
た
る
米
山

粒
腔
は
多
き
故
に
'
経
っ
て
そ
山
雌
の
政
も
多
-
な
り
'

叉

外

秘

の肱
の
少
合
も
穴
に
し
て
へ
那
加
薮
.)､

打
つ
恥

の
=;.j
が
多
き
が
故
に
(
釣
hハ
衣
)'
=
心
で
の
米
かkJ糊
料
と
し
て
'
必
妥
茄
丈
け

興
ふ
る
帖

は
'
却
っ
て
そ
の
中
に
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
S
を
多
八.北
に
余
市
す
る
こ
と
･I
な
る
な
-
O

,

七
､
考

秦

一一

ま
だ
化
塔
分
析
を
1.t
は
す
､
硝
相
加
な
る
米
賞
に
つ
き
て
の
研
究
も
托
し
終
ら
ざ
る
故
に
､
此
研
究
は
中
途
に
あ
-
と
経
も
'
米
印

の
･Tii

盤
な
る
事
項
に
就
き
て
仕
研
究
を
連
行
し
た
る
な
-
Q

苧
苫
米
の
品
門
に
つ
き
て
の
研
筑

賂
i
剛



幕

末

の

顔

溝
に
つ
き
で
の
研
究

妨

丁
敵

二

組
米
の

f
般
性

状

草
群
に
槻
わ
し
米
は
､
そ

わ生
育
の
不
完
全
な
る
は
君
ふ
肘.JJ
も
た
-
し
て
'
秘
に
牝
を
多

孔
に
生
す
.
根
-
に
盾
井
に
よ
-
て
枇
を
捻
-

も
'
そ
の
雄
れ
る
叛
米
比
'
牛
吊
に
取
ら
ざ
-
し
粗
米
に
比
し
て
そ
の

光
･gj
が
大
に
劣
･リ
'
形
状
不
盤

一
､
茶
純
色
を
鼓
し
'
縦
流
綻
探
-

稜
角
の
銀
き
た
認
め
'
そ
の
容
･S

滋
は
小
'
叉
扱
摺
少
食

の
小
な
る
こ

と
明
か
な
-
｡

畿
卦
力
B
･)絵
定
し
た
る
に
'
半
溝
米
の
恐

井

妙

令

は
止
常
水
の
敬
卦
少
食
に
劣
れ
ど
も
'
そ
の
発
典
は
始
め
著
者
呼
の
頂
糾
せ
L
が
如
-

大
な
ら
す
｡
埠
節
米
も
枇
.紅
除
去
す
れ
ば
､
･j
-
敬
井
す
る
を
認
め
た
=1
.
さ
れ
ど
之
は
雑
書
の
群
庇
に
よ
る
も
の
に
し
て
'
そ
の
字
の
杜

庭
大
な
る
時
は
､
勿
倫
磯
許
井
倉

は
小
に
な
り
て
'
幼
抑
物
の
成
育
も
劣
る
な
-
｡
囚
つ
て
惟
ふ
に

'

早
年
に
縦
-
し
鵜
も
'
州
敬
に
恐
升

力
を

有
し
､
且
っ
成
育
す
る
こ
と
を
紺
る
も
の
と
i'hJ
ふ
+(
L
o
こ
れ
は
腔
の
晋

上
に
､
咋
鞘
が
i(
な
る
膨
稗
を
及
ぼ
さ
ZJ
り
し
も
の
と
貼

る
べ
L
c
併
し
､
此
乳
bl
帝
膏

に
は
大
な
る
障
横
を
水
た
し
た
る
こ
と
は
'
千
柑
屯
の
蹄
小
な
る
に
よ
-
て
明
か
な
り
｡

二
'
玄
米
の
1
般
牡
状

牛
常
に
配
れ
る
玄
米
は
小
形
に
し
て
'
細
水
-
'
干
捗
れ
灘
に

一
列
6
,は
小
な
る
は
勿
論
､

粒

は

不暁

形
'
蒐
牡
鹿
し
く

色
押
不
良
､

縦
横
は
傑
-
な
れ
-
.
殊
に
牛
耳
の
進
し
き
米
は
､
茶
桃
色
或
は
紋
純
色
を
伴
び
て
､
､そ
の
色
相
は
越
し
-
悪
し
か
-
き
.
以
上
は
凡
て
劣

態
米
の
あ
ら
ゆ
る
性
状
か･由

は
す
も
の
と
云
ふ
べ
し
.
勿
論
並
等
も
常
然
硬
懲
し
柑
る
艇
な
-
o

又
E｢
巧
米
に
は
茶
米
､

貯
水､
胴
叫
米
'
光
米
多
L
O
剛
度
小
'
胴
割
米
は
多
き
こ
と
あ
け
′'
又
少
き
こ
と

か

-
て
丁
..妃
せ
ず
｡
桝
せ
け

:

燈
し
｡
叉
牛
坊
華
は
批
掛
に
多
-
の
咋
附
を
馨
し
拙
椀
は
榊
排
に
し
て
､
拙
き
耗
及
び
秤
米
多
L
o
す
べ
て
tl比
竹
は
不
良
米
の
糾
性
と
云
ふ

.(
し
.



早

番
米
に
於

て
は
'
仝
粒
に
別
す
る
雌

の
少
倉

(
爪
部
〆

)

は

符

々

火

車

1
0

北
は
平
F
.
米

に
放

て

は
､
此
乳
の

顎
通
は
十
分

な
ら
ざ
る

も
'
肱
白
身

の
漁
連
に
は
人
相
の
障
捕

監

郎
ら
ざ
る
を

不
す
な
･1
｡
さ
れ
ば
藷
甘
力

に
於

て
も
､

i*
=
し
-
坊
る
こ

と
嫌
か
り
き
｡
叉
吸
水
能

は
(;
米
に
於

て
は
桝
攻
減
少
す
り心
も

の
な
る
が
'
牛
S
=木
に
放

て
は
黒
し
て
如
何
な
:1
や

イ癌

し
た
る
に
､
井
S
=弟
に
於

て
却
っ
て
if
た
る

を
認
め
た
-
0
2.a
,B
科
ろ
禄
怨
に
は
し
た
る
鮒
な
-
o
=L十
･ji=米
の
組
織

の
疎
収
な
る
と
､
粧
悼
北

に
肺
が
損
金
冊

に
附
し
て
割
合

に
大
な
る

こ
と
等
が
吸
水
能
を

し
て
if
な
ら
し
め
し
頂
何
な
ら
ん
｡

,I.f.
食

〓…
的

朋

備

前
に
越
+(
L
が
如
く

nL
･t
=
に
か
･･
･リ
し
米
は
緋
船
が
似
-
し
て
､
杓
揃
に
咋
榊
を

仙

淋

し
､
料
を
粧

･i仁
多
-
'
軒
け
米
も
多
-
～
.>Jそ
山

伽
は
企
鴨
か
>.
る
舷
に
､
企

‖
州
的

1
'帆

は

七
に
ガ
ム
た
り

.
こ

れ

は
勿

冶

!:･炭
に

ー

て
､
人
:&
小
}
=芋

で

､止
し
柑
･tT
か
年
.
か

･車
軸

ふ
岬
い
な

･=
O
然

る

に
状
耶
す
れ
ば
'
粗
は
よ
-
膨
脹

し
て
'
耶

S
.I)･
如
少
令

は
却

っ
て
+
/
に
11り

'
丈
〃て
い
七
分
舶
父
.は
雌
舛
米
.Ji
iirて
は
二

･:i
鼠

の

級

に
於

て
ゲ
イ
タ
.､:

机
を
多
-
丹
心
す

る
り
触
淵

丸

}リ
,ビ
箭
兆
す
1

か

ら

す

o

=十
iJ･=米
は

叱
水
膨
虹
す
る
こ
I

l.L4g
常
水
よ
-
･ヤ

へ
た
る

を
比
た
る
が
､
蝕

に
於
て
も
陀

山
村

の
膨
脱
は
∴{

な
る
が
故

に
t
ii
.の
卸
純
が
疎
欣
た
る
に
関

りU
も

山
な
る
か
O
火
ゲ
イ
タ
､J∴
一
;.
が

‥
杵

山
水
に
(
;
･烹
る
1
;
.;-
に
於

て
は
小
な
れ
ど
も

.
一
定
=I-.〃
米
に
於

て
多
き
は
.
そ

の
相
が
小
に
し
て

言
,普
:机
中
に
米
粒

哲
多
-
入

ろ

I
と
'

心
は
各
村
に
放
け
る
雌
井
牢

(
作
風
に
射
す
る
性

･3.1
巾
‥水
頭

)

が
多
少
人
な
る
と
･と
に
鋸
囚
す
る
な
り
｡
こ
れ
は
甘
苦
来
夏

止
し
た
る
｡...fq
介

の

申

ろ
陸
封

と

比

倒

し

て

.;
な
ら
人

Q

之
を
要
す
る
に
小
宮

に
川怖
れ
る
米
は
食
味
漉
し
-
'
束
晶
的
肌
叫
に
劣
れ
ど
も
､
そ
の

1
･:<
=.J

LJ_
は
ゲ
イ
タ
･,,
ン
叫
を
多
-
曾
和
せ
る
こ

と
は
冊
立
す
べ
き
な
り
.

中

部
米

S
.品
鴨

に
つ

きで
の

榊
光

れ
3
旦

rT･.r
T
r



早
T.米
の
品
刑
に
つ
き
て
の
研
究
新

一
郎

八
'
摘

要

五
二
二

二

間
か
十
川
年
の
半
舷
が
'
米
作
に

及
ぼ
し
た
る
影
坤
を
知
ら
ん
が
弱
め
に
､
岡
山
僻
下
卑
書
地
五
ヶ
所
よ
-
草
書
米
及
び
比
較
的
手
筈

の
粒
微
な
-
し
革
を
取
-
増
せ
て
'

二

面

料
に
つ
き
米
S
=
の
比
較
研
究
を
行
ひ
た
-
｡

二
､
半
音
に
粧
-
し
粗
米
は
､
先
便
が
穴
に
劣
-
'
形
状
は
不
雅

一
'
茶
純
色
を
豊
L
t
縦

溝

は
裸
も

稜
角

の
錐
き
を
認
め
'
そ
の
本
山=

屯
は
小
'
又
粗
相
少
令
の
小
な
る
昼
首
を
伐
た
ず
Q

≒

そ

の
披
講
i{
な
る
粗
米
は
､
哉
弊
妙
令

も
少
-
'
似
舷
粒
多
く

畿
井
が
少
し
-
巡
れ
'
劫
机
物

の成
育
も
省
れ
ど
も
'
概
し
て
EL
輯

米
も
利
;::山
に
磯
非
力
を
市
し
て
'
十
分
戒
付
す
る
,J
と
を

柑
る
な
り
C
さ
れ
ば
年
寄
が
歴
の
領
有
上
に
及
ぼ
す
影

世
は
比
較
的
に
小
な
り

と
云

ふ
ペ
し
｡

凶
'
畢
稀
玄
米
は
小
形
､

紬
収
､
千
恥
部
小
へ

1
升
節
小
'
不
椴
形
'
発
懲
不
良
'
色
滞
蛙
茶
褐
色
叉
は
練
禍
色
を
丑
し
て
不
良
､
縦
滴
は

探
t
t
か
-
妨
態
米
の
あ
ら
ゆ
る
性
状
を
鋭
は
す
な
-
｡

雪

d
i･塘
米
に
於
て
は
散
骨
は
惇
-
且
つ
縦
柵
探
し
｡
従
っ
て
批
帖
に
多
-
の
峠
冊
を
度
し
'
祝
椛
は
阿
部
'
杓
き
耗
は
Y
に
し
て
'
仲
米

を
多
-
生
す
C

パ

年
額
米
に
於
て
仕
'
正
常
米
に
比
し
て
'
企
粒
に
封
す
る
雌
の
歩
合

(

癌

瀧
%
)
が
往
々
i{
な
る
JJ
と
あ
り
Q
こ
れ
は
､
雌
乳
の
恐
連

は
十
分
な
ら
ざ
る
も
'
旺
自
身
の
竣
連
は
花
村
附
帯
せ
ら
リ心
1
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
示
す
｡
而
し
て
比
布
は
肇
妨
力
が
放
て
･l*
し
-
省
る

こ
と
な
き
に

一
発
す
｡



七
'
牛
･y
=米
は
耶
常
米
に
比
し
て
､
そ

の吸
収
能
は
却
っ
て
+
/
な
:1
｡
而
し
て
そ
の
Ft
米
を
炊
ぎ
た
る
峠
に
'
各
伽
相
の
膨
脹
も
亦
J;J
つ
て

人
な
る
を
認
め
た
-
｡
こ
か
米
･3
糾
総
の
疎
状
な
る
に
削
る
な
ら
ん
.
仙
草
笛
米
に
於
て
比
'
甘
肘
灘
に
肺
の
部
分
が
制
令

い
多
き
こ
･AIr

も
吸
水
能

山大
な
る

一
附
な
ら
ん
｡

八
'
斗

･31
.-米
は

揃梢の
如
-

〓州印
省
り
'

そ
の
領
は
食
味
劣
る
が
故
に
'
良
品
的
旧
伯
は
訪
れ
ど
も
'
そ
の

7
定
n加
中
に
は
ゲ
イ
タ
,,'
ン
E.

を
多
-
合
有
す
る
lJ
と
は
.竹
化

心
す
べ
L
c
米

山
相
に
(
<=

ま
リ心
～
ゲ
ィ
タ
,･,
ン
8.
号
は
劣
れ
ど
も
､
米
川
小
な
る
鴇

lL
･1.4
端
の
米

に
e
t

ま
りん

I
ゲ
ー
タ
､･,
ン
;-
:.}'は
却
っ
て
ぺ
な
る
も

わ
な
-
0

文
部
省
科
串
研
究
費
に
よ
る
業
績

〓
L

研
和
十
五
年
九
月
卜

J.
円

大
原
良

貨
研
調
所

早

F
Tu
米

の

品

皿

に
つ
き

て
の
桝
況

節

i
側

L

引
.=
.二
二



#,i

t'-;.lJ

.Lt試
料
採
取
地

5.3.1.

ほ
口
都
.,玉
出
2町

(
5<)

2

兄
魚
群
興
臨

村
(K
)

4
.

英
田
蹄
楢
原
村
へ
N

)

倉

敷

紬

新

田
(
冒
)

郡
漉
郷
菅
生
村
(
A
)

(
寺
坂
)

桝
米
臼
烈
乾
伽
北

に
釈
脚.q

の有
色

岬
糾
･L
止
年
')1'日
廿
日
(

寺
坂
)

第

二

糾

爪

cB
m

E=

T-I

臥

I
:

梱
色
父
は
約

黒
G
'褐
色



節
三
!,I.I.iJ

粗
米
の
性
状
(
1
)

大
原
研
究
所
轄
早
宮

玉
恩
tar-
苫
米

j
i
E
5
捷
占
米

l
l
l
紀

玉
恩
胃
管
激
甚
米

倉
斬
新
田
無
早

'(革
新
刑
辛
苦
米

昭
和
十
'ii
年
LTq
月
十
九
日
(
寺
坂
)



溜

r3
:

･

.
Ear
･

醜
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iii 鞠 L.1号 解 しゴl城 ､ I:I,.JJllJ
CI-･･･-･･･人脱折免抑 1LD. 鮮 1-7-.巧桁

1(と..1くh･･･兄LF▲さ府県除杓●TA-T械 畢 '.if 願 昭榊IIP蛸 三卜一月的日採取

'Jla- ･･･-･1;.Ll?,町 J.lf州 早 '.B 楢 同 同EI採取

TJ) --･.-興 玖 村 西 K:1 礎 苫 厨 同 同日採取



TIJl141･･玉出町乙.tl 早 観 岩 桁

TIT匂･･･昭和HJL1年九月二日 '1tiTJI･--1･-月凶EliIJミ取

'11:l･-船出断水部の上面 rr■.･･比較的-n.1確苫岬徴

'115-I/r7･･･玉島与町J.醐皆 iJT■ ■h' 構
T51･･昭和十F!_q年九月_-I.日 '116'll/･･･十一月JJLIH採収

T7･･.比較的早rB軒欄 稀)

r(I-,Q除村 酉噂 早 ');･榊(~'.PRL分地,I)もの.Lb,I))糊).UHJ,lq=･九日九11捕取
Kll･･･興除 村 循■:i 早 練 ,ti- 料 ltll相川=年 l･一円IJrlH

lt'･い･興除村 141櫨 ■.i. I;<･ 糾 相川 卜的牛 トーtH)･川

0･.･小L]l榔大井村 中 世 相 HB利一卜川年一卜月什一一t=j (寺坂′i･六原)


